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A9．
・気道は乾燥や異物の侵入を防ぐために、粘膜から粘液を分泌しています。ウイルス
や細菌、異物などが気道に入ると粘液の分泌量が増え、この分泌物が気道に侵入し
てきた異物を絡めとって痰として体外に排出します14）。

・痰は、息を強く早く吐く、または咳をすることによって気道から排出されますが、
うまく痰を排出できないと痰が肺に溜まってしまいます。

・奥の方（末梢の気道）にたまっていた痰が中枢気道（気管支、気管）まで移動（上
がってくる）して、咳または気管内を吸引することで体から排出されます。


